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一世
界
が
感
動
一し
た
吉

野
講
演

小
泉
演
説
に

「化
石
賞
」

ノ
ー
ベ
ル
化
デ
″尋
貨
‐しヽ一曇
品
Ｊ
影
・

旭
化
成
名
誉
フ
ェ
ロ
ー

（７‐
）
は
十
二

月
人
日
、
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
で
受

賞
記
念
講
演
を
行
い
、　
一‐技
術
革
新
に

よ
っ
一
＼
持
続
可
手
な
社
会
が
間

，虫
は

く
訪
れ
る
　
リ
チ
ウ
ム
イ
‐オ
ン
電
池
が

中
心
的
受
割
を
担
う
だ
ろ
う
〓
こ
れ
が

私
の
世
界
へ
一一〓
′
ギ
丁

一ｒ
ｆ
　
イ尋
一

調
し
翼

〓〓に月
レご
　・た」
　̈
一「・′二
す　
暉′′一′́
　ア「ヽ
′一電

池
の
開
発
経
緯
と
こ
れ
か
ら
」
」
題
し

て
約
二
十
分
講
演
）
‘喜
員
理
由
と
な
っ

一
言
「，
二
　
「
′一ノ
　す●
′
一毛一〓だ
・
一
（ノ
マヽ一
、ヽ

一
九
・量

生
、
旭
ｔ
崚
で
研
一事
″一は
じ

め
、
負
極
一
一炭
素
材
料
を
使
う
基
本
特

許
を
申
請
し
た
流
れ
を
説
明
．
発
火
や

爆
発
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
を
示
す
実
験

の
映
像
を
不
し
、

「安
全
性
は
不
可
欠
こ

こ
れ
が
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
生
ま

れ
た
瞬
間
だ
」
と
説
明
．
自
身
の
研
究

が
人

一
年
化
学
賞
ケ
一受
け
た
福
井
謙

一

さ
ん
の

「フ
ロ
ン
チ
ア
軌
道
理
論
」
、

二
〇
〇
〇
年
に
化
一暮
凛
を
受
け
た
白
川

英
締
実
」ん
の

ギ
電気

，雪
連
す
フ
ラ
ス
チ
ッ

ク
」
の
研
究
の
延
長
上
に
あ
り
、
ム●
年

の
受
賞
者
と
合
わ
せ
人
人
と
な
る
こ
と

か
ら

「ツ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
は
ノ
ー

一

ベ
ル
普早
けｘ質
者
人
人
に
支
え
ら
れ
た
幸

一

せ
者
だ
」
と
話
し
、
笑
い
を
誘
っ
た
（し
　

一

イ喜
貝
理
由
の
小
型
軽
量
の
リ
チ
ウ
ム

一

イ
オ
ン
電
池
は
、
高
出
力
で
繰
り
返
し

一

充
電
可
能
で
携
十二
電
話
、
プ
ー
ト
．パ
ソ

一

コ
ン
な
ど
に
搭
載
●
■
、
Ｉ
Ｔ
十云
即
の

一

土
台
を
支
え
、
世
三
■
人
ひ
生
の
生
活

一

ス
タ
イ
ル
を

一
賢
さ
せ
た
，
杢
後
、
リ

チ
ウ
，ハ
イ
オ
ン
電
池
は
、
太
陽
立ム
は
ど

・

再
生
可
能
千
不
ル
ギ
ー
の
電
気
を
た
め

一

る
こ
と
で
化
石
燃
料
の
使
用
を
減
ら
し

て
地
球
環
質
問
題

，
手
■
・
一役
土

ノ́
こ

一

と
が
期
待
さ
れ
る
　
吉
野
講
演
は
世
界

一

の
感
動
を
呼
ぶ
　
一言
野
さ
ん
は
Ｉ
Ｔ
菫

一

命
の
よ
う
二
千
ス
‐ル
ギ
ー
分
野
で
も
Ｅ

．

Ｔ

Ｅ
ネ
ル
ギ
ー

。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
）
革

・

命
が
起
き
る
と
主
張
し
て
き
た
．．

一
方
、
小
泉
進
次
郎
環
境
相
は
十
二

・

月
十

一
日
、
ス
ベ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド

．

で
開
催
中
の
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条

・

″媛
曇

一十
五
回
柿
約
国
会
議

（Ｃ
Ｏ
Ｐ

・

２
５
）
に
初
め
て
公
式
の
演
説
に
臨
ん

一
だ
が
、
演
説
で
は

「脱
石
炭
」
は
官
邸

を
説
得
で
き
ず
見
送
り
と
な
っ
た
〓
環

境
省
の
事
務
方
は
演
説
文
案
を
十

一
月

申
旬
に
示
し
た
が
、
石
炭
火
力

へ
の
言

及
は

一
言
も
な
か
っ
た
〓
小
泉
氏
は

「こ
れ
で
は
世
界
が
納
得
し
な
い
」
と

経
産
省
と
の
再
調
整
を
指
示
。
途
上
国

で
需
要
が
あ
る
と
し
て
平
行
線
。
小
泉

氏
も
非
公
式
に
官
邸
幹
部
に
見
直
し
を

打
診
十
る
も
官
邸
が
首
を
振
る
こ
と
は

，な
，い
つ
一
〓

「五
〓
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の

実
質
排
出
ゼ
コ
一
を
表
明
し
た
自
治
体

」
重
一匡
一可
に
は
東
一昼
乱
、
一昼
都
市
，な
ど

Ｉ
Ｅ
綸
蒸
一
Ｉ
二́
〓
」
二
重
旧
〓

，
一新

た
に
表
明
し
、
二
十

小
日
治
体
に
増
え

た
．
演
説
で
は

「人
口
で
カ
リ
フ
オ
ル

ニ
ア
州
を
超
え
、
ス
ベ
イ
ン
の
約
四
千

七
百
万
１
、
二
垣
ろ
一
と
、
甲
本
全
体
の

削
減
二
う
い
て
ア
●
　
ル
・‐〓
■

世
界
●
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
つ
く
る

「気

佳
峰
コ
一印
ス
ツ
トヽ
ワ
ー
ク
こ
一は
、
清
婆
呼
伎
、

日
本
二
（
回
三
度
目
の

「化
石
賞
」
を

授
与
す
る
と
発
表
一
■
呆
演
説
が
脱
石

炭
な
ど
の
意
思
を
示
さ
な
い
こ
と
を
主

な
理
由
と
し
た
っ

世
界
の
賞
賛
を
浴
び
る
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
を
、
環
境
対
策
に
生
か
せ
な

い
日
本
の
政
治
が
問
わ
れ
う

○
夢
破
れ
て
も
猪
突
猛
進
―
日
本
の

「高
速
炉
開
発
」

（
二
面
）

○
国
の
責
任
を
免
責
の
不
当
判
決
　
山
形
地
裁

（三
面
）

○

ロ
ー

マ
教
皇

「核
兵
器
廃
絶
」
訴
え
―
広
島
ハ
長
崎
訪
間

（五
面
）

●
ノ
ー
ベ
ル
化
学
冥
受

一賞
の
吉
野
さ
ん
は
、
受

賞
理
由
と
な
つ
た
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
が
、

持
続
可
能
な
世
界
の
実

現
に
大
き
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
、
受
〓貫
ス
ピ
ー
チ
で
訴

みヽ

世
骨
誨
舗
ア
呼
ん
だ
）
一方
、

Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
５
で
初
め
て
公
式
演
説
を

し
た
小
泉
環
境
相
は
、
脱
石
炭
の
意

志
を
示
さ
な
か
っ
た
と
し
て

「化
石

賞
」
を
授
与
さ
れ
た
●
同
じ
日
本
人

な
の
に
、
こ
の
両
者
の
発
言
の
明
暗

に
は
驚
か
さ
れ
る
．．
本
来
な
ら
、
日

本
政
府
が
、
吉
野
さ
ん
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
電
池
の
成
果
を
、
世
界
の
環

境
問
題
の
解
決
に
ど
う
生
か
す
か
に

つ
い
て
、
率
ｔ
し
て
政
策
化
す
る
責

務
が
あ
る
）^
そ
し
て
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
２
５

で
率
先
し
て
訴
え
る
の
が
筋
で
あ
る
＾

そ
ぅ
し
て
お
け
ば
い
小
泉
環
境
相
演

説
が
世
界
の
重
電
を
買
う
こ
と
は
な

く
、
む
し
ろ
、
環
境
先
進
国
の
評
価

を
得
ら
れ
た
に
違
い
な
い
●
今
回
の

吉
野
さ
ん
の
世
界
的
に
優
れ
た
発
見

を
、
日
本
政
府
は
知
る
よ
し
も
な
い

こ
と
を
示
し
た
〕
知
ら
な
い
こ
と
に

は
そ
の
生
か
し
よ
う
・も
な
い
こ
こ
こ

ま
で
日
本
政
一付
を

″認
知
症
″
に
追

い
込
ん
で
い
る
も
の
は
何
か
（）
日
本

政
府
が
環
境
問
題
に
背
を
向
け
て

「原
発
推
進
」
に
血
道
を
上
げ
て
き

た
か
ら
で
あ
る
（．
こ
の

″病
魔
″
の

克
服
・ン
、
最
大
の
急
務
で
あ
る
）

環境
‐
発言

の1明 口音


